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〝
中

川

堤

の

桜

ま

つ

り
〟

春
は
桜
の
中
川
堤

富
士
も
筑
波
も

ほ
ん
の
り
化
粧

足
立
音
頭
で
く
る
く
る
廻
れ
ば
、

川
面
を
な
で
て
く
る
柔
か
い
風
も

一
ひ
ら
二
ひ
ら
の
花
び
ら
に
の
つ

て
、
踊
り
舞
う
人
々
に
和
す
、
春
瀾
漫

の
中
川
堤
。

▲
こ
れ
は
観
光
協
会
が
、
区
内
の

観
光
地
と
し
て
荒
川
放
水
路
や
西

新
井
大
師
な
ど
と
共
に
、
選
定
し

た
中
川
堤
の
、
第
一
回
さ
く
ら
祭

り
の
寸
景
で
あ
る
。

▲
一
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
人
出

は
ざ
つ
と
六
十
万
人
、
第
一
回
と

し
て
は
、
今
ま
で
地
元
以
外
に
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と

な
ど
か
ら
推
し
て
も
、
満
足
す
べ

き
結
果
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
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昭和29年度予算成立
四
億
三
千
九
百
余
万
円

第
二
回
区
議
会
で
可
決

本
年
第
二
回

足
立
区
議
会

は
去
る
三
月

二
十
六
日
午

後
二
時
四
十

分
か
ら
千
寿

第
一
小
学
枝

講
堂
を
議
場

と
し
て
開
会

さ
れ
た
。

今
回
提
出
さ

れ
た
案
件
は

別
項
の
通
り

で
あ
る
が
、

本
会
議
の
第

一
日
は
宮
入

議
長
欠
席
の

た
め
、
永
井

副
議
長
が
議
長
席
に
着
き
七
件
を

審
議
予
算
案
を
特
別
委
員
附
託
と

し
午
後
六
時
二
十
分
閉
会
し
た
。

翌
二
十
七
日
は
午
前
中
よ
り
予
算

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
終
日
審
議

さ
れ
本
会
議
第
二
日
は
二
十
九
日

午
後
三
時
四
十
分
宮
入
議
長
開
会

を
宣
し
前
日
に
引
き
続
き
提
出
案

件
の
審
議
に
入
る
。第
十
六
号
議

案
に
つ
い
て
同
案
の
字
句
を
一
部

修
正
可
決
の
以
外
は
、い
ず
れ
も

原
案
可
決
、次
い
て
予
算
特
別
委

員
長
か
ら
委
員
会
の
経
過
及
び
結

果
に
つ
い
て
報
告
の
後
審
議
に
入

り
、原
案
通
り
可
決
、こ
こ
に
昭

和
二
十
九
年
度
足
立
区
才
入
才
出

予
算
が
成
立
し
た
。

(
提
出
案
件
)

一
、
特
別
道
路
線
の
変
更
に
つ

い
て
=
附
近
交
通
の
実
情
か
ら
み

て
千
住
一
丁
目
、
二
丁
目
地
内
に

通
ず
る
一
部
路
線
の
変
更
を
行
つ

た
。

二
、
区
立
小
学
校
分
校
廃
止
に
つ

い
て
=
梅
島
第
一
小
学
校
独
立
校

と
す
る
た
め
分
校
を
廃
止
す
る
。

三
、
区
立
小
学
校
設
置
に
つ
い
て

(
1
)
前
項
の
分
校
廃
止
に
伴
い
、区

立
栗
島
小
学
校
を
設
訌
す
る
。

(
2
)
区
立
千
寿
第
三
、第
七
各
小
学

校
の
二
部
授
業
の
緩
和
を
は
か
り

こ
の
地
域
の
教
育
に
万
全
を
期
す

た
め
に
千
住
桜
木
町
五
〇
番
地
に

区
立
元
宿
小
学
校
を
設
置
す
る
。

四
、
区
営
運
動
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
=
新
ら
た
に
千
住

高
砂
町
運
動
場
と
五
反
野
運
動
場

を
加
え
る
と
と
も
に
、
使
用
料
を

四
月
一
日
か
ら
野
球
場
各
一
面
平

日
|
二
〇
〇
円
土
曜
、
日
曜
―
二

五
〇
円
(
い
ず
れ
も
二
時
間
宛
)

と
改
め
る
。

五
、
区
営
共
同
作
業
所
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
=
区
営
共
同
作
業
所

を
廃
止
す
る
。

六
、区
立
簡
易
洗
濯
所
条
例
=
区

民
の
生
活
改
善
向
上
を
目
的
と
し

て
千
住
竜
田
町
五
二
番
地
に
区
立

簡
易
洗
濯
所
を
設
置
す
る
。

七
、東
京
都
足
立
区
生
業
資
金
貸

付
条
例
=
一
般
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
区
民

に
対
し
独
立
の
生
計
を
た
て
る
た

め
に
必
要
な
生
業
資
金
を
貸
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

八
、
区
立
児
童
会
館
条
例
=
区
立

児
童
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
で
あ
る
。

九
、東
京
都
足
立
区
有
財
産
条
例

区
有
財
産
の
取
得
、
管
理
、
処
分

に
関
す
る
条
例
で
あ
る
。

一
〇
、足
立
区
議
会
の
議
決
に
附

す
べ
き
財
産
、営
造
物
お
よ
び
契
約

に
関
す
る
条
例

一
一
、足
立
区
罹
災
救
助
基
金
の

廃
止
に
つ
い
て
=
足
立
区
罹
災
救

助
基
金
は
昭
和
二
十
八
年
度
限
り

廃
止
し
、
こ
れ
を
区
の
一
般
才
入

に
繰
入
れ
る
。

一
二
、
昭
和
二
十
九
年
度
一
時
借

入
金
に
つ
い
て
=
二
十
九
年
度
の

予
算
執
行
に
当
り
、
年
度
当
初
の

手
持
金
が
少
な
い
の
で
、
人
件
費

物
件
費
等
の
最
小
限
度
の
支
出
を

賄
う
た
め
必
要
な
都
度
六
千
万
円

の
限
度
内
で
借
入
れ
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一
三
、
昭
和
二
十
年
度
東
京
都
足

立
区
才
入
才
出
予
算
=
別
項

一
四
、
昭
和
二
十
九
年
度
東
京
都

足
立
区
才
入
才
出
追
加
予
算
=
別

項一
五
、
昭
和
二
十
九
年
度
東
京
都

足
区
質
屋
事
業
才
入
才
出
予
算
=

別
項

29年度足立区歳入歳出予算

29年度足立区歳入歳出追加予算

29年度足立区質屋事業歳入歳出予算

区
営
簡
易
洗
濯
所

四
月
中
旬
に
開
設

別
項
の
通
り
第
二
回
区
議
会
で
可

決
さ
れ
た
区
立
簡
易
洗
濯
所
は
、

区
民
の
生
活
改
善
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も

の
で
、
旧
区
営
共
同
作
業
所
の
廃

止
に
件
い
こ
の
建
物
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

洗
濯
物
の
手
数
料
(
料
金
)
は
重

量
五
〇
〇
グ
ラ
ム
(
ワ
イ
シ
ヤ
ツ

三
枚
位
)
ま
で
又
は
そ
の
端
数
ご

と
に
十
五
円
以
内
を
支
払
う
こ
と

に
な
つ
て
い
る
が
、生
活
保
護
法

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
つ
て
扶

助
を
受
け
て
い
る
者
そ
の
他
特
別

の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

は
料
金
が
減
免
さ
れ
る
。
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区
内
産
業
の
中
枢
神
経

産
業
振
興
館
愈
々
着
工

都
内
有
数
の
産
業
地
帯
と
し
て
、

戦
後
急
激
に
発
展
を
み
た
本
区
商

工
農
業
の
促
進
を
は
か
る
と
と
も

に
こ
れ
ら
の
綜
合
中
枢
的
な
存
在

と
し
て
産
業
振
興
館
を
設
立
し
、

区
の
発
展
に
資
そ
う
と
、
か
ね
て

か
ら
建
設
委
員
会
及
び
区
議
会
等

各
方
面
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
き

た
同
振
興
館
の
建
設
に
つ
い
て
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
具
体
案
が
決
ま
り

敷
地
と
な
る
区
役
所
庁
舎
の
移
転

工
事
が
完
成
次
第
、
着
工
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
産
業
振
興
館
は
、
区
内
生
産

品
の
展
示
、
各
種
相
談
、
そ
の
他

民
間
団
体
の
催
し
等
に
つ
い
て
、

種
々
の
設
備
が
整
え
ら
れ
て
お
り

区
内
産
業
の
振
興
を
計
る
と
と
も

に
、
公
会
堂
の
性
格
を
併
せ
も
つ

会
館
と
し
て
、
従
来
の
単
な
る
公

会
堂
、
産
業
館
等
と
異
な
る
設
計

が
施
さ
れ
て
い
る
。

産
業
振
興
館
の
利
用

○
区
内
優
良
製
品
展
示
会
、
競
技

会
○
手
工
業
作
品
展
覧
会

○
各
種
品
評
会
共
進
会

○
共
同
廉
売
等
の
実
施

以
上
等
に
つ
い
て
随
時
開
催
す
る

○
各
種
講
演
会
、
講
習
会
、研
究

会
の
開
催
、
映
画
等
に
よ
る
経
営

技
術
指
導
教
育
の
実
施

○
工
業
技
術
研
究
と
原
料
製
品
の

検
査
測
定

1
.
測
器
に
よ
る
検
査
検
定
試
験

の
実
施

2
.特
殊
技
術
の
公
開
実
験

3
.化
学
分
析
試
験
の
実
施

○
各
種
産
業
関
係
図
書
の
備
付
と

閲
覧
、
弘
報
活
動
(
産
業
ニ
ユ
ー

ス
の
発
行
)

○
各
種
産
業
相
談
の
実
施
そ
の
他

産
業
振
興
に
関
す
る
企
画

、
調
査

構
造
設
備

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
階
=
四
一
七
、
六
平
米

事
務
室
、
会
議
室
、
相
談
室
、

調
査
研
究
室
、
食
堂
、
厨
房
、

湯
沸
場

二
階
=
四
八
四
、
五
平
米

展
示
会
場
、
日
本
間
、
ホ
ー
ル

化
粧
室
、
配
膳
室

三
階
=
四
八
四
、
五
平
米

観
覧
席
、
ス
テ
ー
ヂ

四
階
=
三
五
〇
平
米

映
写
室
、
技
術
室
、
機
城
室

電
気
室
、
観
覧
室

総
面
積
一
、
七
三
六
、
六
平
米

な
お
、
現
在
移
転
工
事
中
の
区
役

所
庁
内
に
お
け
る
臨
時
事
務
室
は

次
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
図
参

照一
階
―
南
側
(
戸
籍
課
、
収
入
役

室
)

〃
　

―
北
側
(
第
三
出
張
所
、
土

木
課
、教
育
委
員
会
)

二
階
―
南
側
(
区
長
室
、
助
役
室

、

区
史
編
纂
室
、
総
務

課
)

〃
　
　

北
側
(
区
議
会
事
務
局
、

建
築
課
、
経
理
課
、

民
生
課
、
税
務
課
)

区
職
員
会
館
(
経
済
課
、
農
地
委

員
会
)

産業振 興館完 成予 想 図

中
川
堤
の
桜
ま
つ
り

足
立
区
観
光
協
会
で
は
、
足
立
区

東
武
鉄
道
、
都
観
光
協
会
、
中
川

堤
桜
保
存
会
の
後
援
を
得
て
四
一

日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
中
川
堤
桜

ま
つ
り
を
行
つ
た
。

中
川
堤
の
桜
は
明
治
三
十
五
年
に

植
樹
さ
れ
た
も
の
で
、交
通
の
不

便
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
、観
光
遊
山

の
地
と
し
て
、あ
ま
り
世
に
は
知

ら
れ
て
い
な
か
つ
た
が
、中
川
堤

防
上
約
一
里
に
わ
た
る
桜
並
木
の

ト
ン
ネ
ル
は
、花
見
時
に
は
一
大

景
観
と
な
り
、こ
こ
を
区
内
の
観

光
地
と
し
て
宣
伝
し
よ
う
と
、地

元
の
桜
保
存
会
の
協
力
に
よ
り
、

区
観
光
協
会
が
の
り
だ
し
た
も
の

で
あ
る
。
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公
定
地
代
家
賃
の

計
算
方
法
に
つ
い
て

昭
和
二
十
九
年
度
分
(
四
月
一

日
以
降
の
分
)
に
つ
い
て
は
、
計

算
方
法
は
前
年
と
変
り
が
有
り
ま

せ
ん
が
、
固
定
資
産
の
評
価
々
格

が
上
つ
た
む
き
が
多
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
貸
主
の
方
、
借
主
の
方

の
御
参
考
に
も
と
思
つ
て
次
の
通

り
公
式
と
実
例
を
挙
げ
て
み
ま
し

た
。

公
式

地
代
の
計
算

一
筆
の
総
評
価
々
格
÷
坪
数
=

一
坪
の
総
価
々
格

一
坪
の
評
価
々
格
×
3
/
1
.
O

O
O
=

一
坪
の
一
ケ
月
分
地
代

家
賃
の
計
算

建
物
評
価
々
格
×
3
.
7
/
1
.

0
0
0
=
0
0
0
円

同
延
坪
数
×
2
4
円
=
0
0
0
円

地
代
額
　
　
　
　
　
0
0
円

計
　
　
　
　
　
　
　
0
0
0
円

(
家
賃
額
)

次
に
一
例
を
挙
げ
て
説
明
し
ま
す
と

一
、
土
地
の
例

○
町
○
番
地
所
在
　
地
目
=

宅
地

土
地
坪
数
　
一
〇
〇
坪

評
価
々
格
　
二
〇
万
円

右
の
地
代
は
(
一
〇
〇
坪
の
内

三
〇
坪
を
借
り
て
い
る
と
し

て
)

2
0
0
.
0
0
0
÷
1
0
0
坪
=

2
,
0
0
0
円

2
.
0
0
0
円
×
3
/
1
.
0
0

0
=
6
円

(
1
坪
の
1
ケ
月
分
地
代
)

6
円
×
3
0
坪
=
1
8
0
円

(
3
0
坪
分
の
地
代
月
額
)

と
な
り
ま
す
。次
に

二
、家
屋
の
例

建
物
評
価
々
格
　
一
二
万
円

延
坪
数
　
　
　
　
　
一
五
坪

右
の
家
賃
は

1
2
0
.
0
0
0
円
×
3
.
7
/

1
.
0
0
0
=
4
4
4
円

1
5
坪
×
2
4
円
=
3
6
0
円

地
代
額
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

0
円

計

9
8
4
円

(
月
額
家
賃
)

と
な
り
ま
す

み
な
さ
ん
も
御
自
分
の
貸
し
(

借
り
)
て
い
る
土
地
や
家
屋
の
公

定
賃
貸
借
料
金
(
地
代
、
家
賃
)

は
何
円
に
な
り
ま
す
か
計
算
し
て

み
て
下
さ
い
。

尚
一
、固
定
資
産
評
価
々
格
は
、

足
立
都
税
事
務
所
固
定
資

産
税
係
に
行
け
ば
す
ぐ
調

べ
ら
れ
ま
す
。

二
、
こ
の
計
算
方
法
に
つ
い
て

不
明
の
点
は
、
い
つ

で

も
区
役
所
建
築
課
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

税
務
協
力
員
に

感
謝
状
贈
呈

昨
年
四
月
納
税
奨
励
の
目
的
で
、

区
内
を
十
九
の
地
区
(
出
張
所
別
)

に
わ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
区

長
が
委
嘱
し
た
税
務
協
力
員
に
対

す
る
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
四
月
九

十
の
両
日
千
一
小
及
び
梅
島
小
の

両
校
で
午
後
一
時
か
ら
行
わ
れ

た
。
こ
の
協
力
員
は
区
内
全
部
で

七
一
八
名
お
り
、
一
人
当
り
約
百

世
帯
を
受
持
つ
割
合
で
、区
の
税

務
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
多
く
の

事
績
を
挙
げ
、
今
回
の
受
賞
と
な

つ
た
も
の
で
あ
る
。

栗
島
・
元
宿
小
学
校
四
月
か
ら
発
足

二
部
授
業
を
解
消
し
、
義
務
教
育

の
実
施
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
区
教
育
委
員
会
で
は
区

と
密
接
な
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、

学
校
の
新
増
改
築
等
に
努
力
を
続

け
て
い
る
が
、
今
回
又
写
真
の
よ

う
に
二
校
が
独
立
校
と
し
て
新
設

さ
れ
、
こ
れ
で
区
内
の
中
学
校
は

十
七
、
小
学
校
は
三
十
五
と
な
つ

た
。

○
栗
島
小
学
校
=
東
島
根
町
一
、

八
〇
〇
番
地

校
長
　
金
井
勝
之
助

○
元
宿
小
学
校
=
千
住
桜
木
町
五

〇
番
地

校
長
　
畔
柳
興
二

写
真
は
父
兄
に
手
を
引
か
れ
、
新

入
学
の
児
童
=
栗
島
小
学
校
に
て

足立区

観光写真
コンクー ル

募
集
要
項

主
題
　
足
立
区
内
の
産
業
、
風

景
を
扱
つ
た
も
の
で
、
観
光

写
真
に
適
す
る
作
品

(
特
に
希
望
す
る
撮
影
地
)

荒
川
放
水
路
、
中
川
堤
の
桜

中
川
の
釣
場
、
千
住
新
橋
、

新
国
道
並
木
、
商
店
街
、
工

場
、
農
村
風
景
、
西
新
井
大

師
、
火
力
発
電
所

作
品
　
四
切
(
密
着
一
枚
添
付

の
こ
と
)
点
数
制
限
な
し

締
切
　
五
月

十
日

送
り
先
　
足

立
区
千
住

一
丁
目
五

〇
、
足
立

区
役
所
内

足
立
区
観

光
協
会
、

区
内
各
写

真
材
料
商

審
査
　
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
株

式
会
社

発
表
　
五
月
下
旬

賞
推
薦
一
名
　
　区
長
杯
、
賞
金

一
万
円

特
薦
三
名
　
　区
議
長
又
区
観

光
協
会
長
杯
、

賞
金
各
三
千
円

入
選
一
〇
名
　
賞
金
各
一
千

円

佳
作
三
〇
名
　
富
士
フ
イ
ル

ム
賞

推
薦
、
特
薦
、

入
選

に
は
副
賞
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
富
士
フ
イ
ル
ム
賞

応
募
注
意

1.
応
募
作
品
に
は
住
所
、

氏
名
、
デ
ー
タ
ー
、
で
き

れ
ば
簡
単
な
説
明
を
記
入

し
て
下
さ
い
。

2
.
入
選
作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
属
し
ま
す
。
な
お

入
選
者
は
通
知
次
第
原
版

を
御
送

付
願
い

ま
す
。

原
版
の

御
送
付

な
い
場

合
は
入

選
を
取

消
し
ま

す
。

3
.
応
募

作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。

4
.
入
選
作
品
は
区
内
外
に

お
い
て
開
催
す
る
観
光
写

真
展
に
展
示
或
い
は
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
に
掲
載
し
、
足

立
区
の
宣
伝
に
使
用
致
し

ま
す
。

主
催
　
足
立
区
、
足
立
区

観
光
協
会

後
援
　
東
京
都
観
光
協
会

富
士
写
真
フ
イ
ル

ム
株
式
会
社

協
賛
　
足
立
写
真
材
料
商

組
合
、
足
立
写
真

師
会


